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普段から地域での顔の見える関係を築くことで､孤立を防ぐとともに､災害時にも安否確

認や情報伝達､支援活動がスムーズになります。

吹田市では､住民同士(在住･在勤･在学含む)のつながりづくりを目的に､それぞれの地

域の実情に応じて課題などを検討し､住民が集える居場所づくりや､見守り･声かけ活動な
どが行われています。 」I 句

すいた社協だよりは、自治会はじめ地域諸団体の協力を得て配布いただいています。



(2)すいた社協だより 令和7年(2025年)9月

■

彦毒艤哩 災害支援ネッ吹田 ﾄワーク

災害が起こったときに多様な団体との連携は不可欠です｡そのた

めには日ごろから顔の見える関係を築いておくことが大切です。

吹田市社協では､年1回､さまざまな団体が集まって災害支援に

ついて考える機会や､団体同士のゆるやかなつながりを目的に､災

害支援ネットワークを開催しています。

開催にあたっては､世話役団体(ボランティア連絡会､吹田青年会

議所､ラコルタ､大阪府社協)と協力して実施しています。

、
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災害ボランティア事前登録制度
災害時に迅速で効果的な被災者支援につなげることを目的に､災害ボ

ランティアの事前登録を行っています｡希望者には災害に関する情報提供

を行っています。

●対 象：吹田市内在住･在勤･在学の18歳以上

●期 間：申し込み日から同年度の3月31日まで(※年度ごとの更新になります）
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災害ボランティアセンターに‘
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吹田市で大規模災害等が発生した際に､吹田市社協では吹田

市からの要請を受けて、｢災害ボランテイアセンター｣を設置運
営します。

被災して困っている住民と､市内外から支援に駆け付けるボ
ランティアをつなぐ相談窓□として､行政や災害支援関係団体、

比住民の皆さんと連携して被災者支援活動に取り組みます。
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令和6(2024)年度
社会福祉事業会計決算報告(概要）

（資金収支計算書より）

§･地区福祉委員会や闇係諸団体との懇談会や関係諸団体､行政、
爵妻霊蕊毒謡鶉f灘善寶霧を経て､｢吹田市社協第5

蕊 ………………"鎚痩…禽……"墓
当期収支差額⑥-②)2,131千円

諺すいた社協だよりは､赤い羽根共同募金の配分金を活用して発行しています。

登
録
は
こ
ち
ら

支 出

法人運営事業

ﾎﾗﾝﾃｨｱ活

小地域ﾈｯﾄﾜｰｸ事業

善意銀行事業

共同募金配分金事業

日常牛活白立支援事業

牛詞詞霞者自立壷援事業

福祉ﾎﾗﾝﾃｨｱ基金菖藻

特例謝属權塞事溌礫

励年後競l園胴侭鑿曉

当期支出計②

金額(千円）

220,675

502

25,834

3,096

4，113

35｡054

17‘110

1.494

22,653

20,727

351．258

収 入

会費収入

寄付金収入

経常経費補助金収入

受託金収入

事業収入

受取利息扉当今収入

その他収入

当期収入計①

金馥仔円）

10.607

3.569

87.343

206，807

1,927

4‘416

38,720

353,389
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福祉委員会
L です 』

あ燕だ、まち洞

を I號百(通ま薊

地区福祉委員会とは、地域のつながりづくりや住民同士の支え合い活動に取り組む住民組織です。
主に小学校区を単位に､市内33の地区福祉委員会が活動しています。
高齢者や子育て中の親子が身近な地域で集える居場所づくり等を通じて、地域のつながりが広

がっています。

a

NEWオープン！ 『＜つろぎサロン」

上は,00円)、みんなで懐かしい歌を歌ったり、楽器

を演奏したりして楽しく笑いに包まれる時間を過ごせますb

，回目のこの日も、たくさんの笑顔が溢れ､地域のつなが

りが感じられるサロンとなりました。

次回は9月27日（士）の開催となります｡どの地区の方も

ご参加いただけますのでぜひお立ち寄りください。お待ちし

ています！
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さあ行こう!『まちづくり探検隊』

り今の名称に変更して活動していますb

今年は8グループに分かれて､町を歩きながら危険箇所を確認

したり､ベビーカーや車いすなどを利用する方にとって不自由が

ないかなどを確認していますb一度点検した場所は､後日再点検

を行い､市等に改善要望を提出していますも自分たちのまちが住
みやすくなるよう､住民自ら取り組む素敵な活動です6
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福祉事業所等との連携

駕篭
の検討を行っていますb

今年度は､高齢者の買い物環境に焦点をあて、移動販売車の招致を

企画しました｡当日は､参画団体である高齢福祉施設の敷地を借りて

開催し､利用者に対してはアンケートによる実態調査を行いました。

地域内の福祉事業所との連携から新たな取り組みが生まれています6
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各記事に関する申込み･お問い合わせは 吹田市社会福祉協議会TELO6-6339-1 205㈹ ※感想､ご意見もお寄せください。
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●総務課

●地域福祉課

●ボランテイアセンター

●けんりサポートすいた

●日常生活自立支援事業担当

●くらしｻﾎｰﾄｾﾝﾀｰすいた

TELO6-6339-1 205

TELO6･6339-1 254

TELO6-6339-1 21 0

TEL O 6-4860-6776

TELO6-6339-5700

TELO6-6384-1 350

吹田市社協からのお知らせ
〒564-0072 吹田市出口町19-2総合福祉会館2階

FAX…………．．…･…06-61 70-5800(共通）

E-mail…suisyakyo@mua.biglobe.ne.jp
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子育て支援傾聴ボランティア養成講座
相手にゆっくり寄り添い､お話を聴く活動ですb (51回連続講座）

◆日時:10月24日(金)､30日(木)､11月14日(金)､20日(木)、
12月4日休)｡いずれも午前10時10分から正午

◆場所:夢つながり未来館 ◆定員:先着20名

篭‘
◆参加費:2,000円
◆申込み期間:9月16日(火)から10月17日(金)まで
◆問い合わせ:ボランティアセンター
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歌体
◆日時 色

いずれも火曜日午後1時30分から3時30
1

J

◆場所
◆参加
◆申込
◆問い
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簿 赤い羽根共同募金は地域の身近な福祉活動を応援す＃
備るための募金ですb10月1日から12月25日までの期間で關
P9実施いたします｡吹田市内でご協力いただいた募金は、
侭笥各地区で福祉活動に取り組む地区福祉委員会や大阪府母
鰯内の福祉施設･団体の活動に役立てられています。 罰
陸延晶亀ろ亀ら空ろ起る等垂ら亀ろ亀ら‐!ワー鐸、ジ主ら亀ろ主ら垂ろ主屡亀；

お詫び遡轄糊瀧)(駒謡澱t鴇j釜鬮譽
助会費＞協力事業所一覧」におきまして､事業所名に誤りがご
ざいました。訂正してお詫び申し上げます。

【誤】かずたに歯科矯正歯科

【正】かすたに歯科矯正歯科

K紹介しました「令和6
ふくし協力金く特別賛
､事業所名に誤りがご
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愈⑭愈憩韓韓憩憩 吹田市社協阿新役員論，決定慨まn屋だ
令和7年6月23日に開催された評議員会で理事16名と監事2名が決定し、同日開催された新理事会で新役員が次の
とおり決定しました。任期は6月23日からの2年間となります。 】
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会長あいさつ
；理 事 梅 森 徳晃
；理 事 川西 克幸
；理 事 森 俊弘
；理 事 矢 上 敬子
；理 事 高濱 圭二
§理 事 菊 池 一人
：監 事 宮 本 修
§監 事 徳 田 育朗

〔敬称略、順不同〕

会 長

副会長

副会長

副会長

副会長

常務理事

理 事

理 事

理 事

理 事

櫻 井 和 子

栞 田 智 代

佐 中 義 定

加賀城 恵美子

木 田 正 章

北 本 恒 雄

南 出 幸 子

山 根 良 寛

岩 本 照 子

坂 田 潤 一

’ 引き続き会長に就任しました櫻
井和子です。儲もが安心して暮
らせる住みよいまちづくり｣を理
念に､本年度よりスタートいたし
ます【第5次地域福祉活動計
画】の推進に、地域住民の皆様
や関係団体､吹田市等と共に全
力で取り組んで参りたいと思い
ます｡皆様のご理解ご協力をど
うそ制くるし＜お願いいたします6

’

会長 櫻井 和子
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室了言蚕云壷云一 一F丁去マ丁了で一云云一 一 二三 一 ‐･■ ～ 蚕矛 戸 今一

令和7年6月末日現在、

約891<g集まりました。
プルタブありがとう！
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認知症､知的障がい､精神障がいにより､判断能力が十分でない方の権利擁護支援に関

する相談窓口である｢けんりサポートすいた｣。開設して1年が経過し､さまざまな相談が寄

せられています。
上-,- ～

臆
r一、

~話L､_

Aさん(80代.男性）

●一人暮らし､親族とは疎遠。

●認知症で金銭管理が難しくなってきた。

●公共料金を滞納することがしばしば出てきた。

●認知症で不安のため､施設入所を希望されている。

●携帯ショップで不要な高額プランを勧められて契約したが、

解約を希望されている。

ー ‐ 三

’一●一一マ

雷：
Aさん

Aさんからご相談があり、地域包括支援センターと

ともに訪問しました。

金銭管理や契約行為の代理ができる成年後見制度

について説明を行ったところ、「成年後見制度を利用し

たい｣とAさん。成年後見制度利用に向けて､書類作成

をサポートしました。

地域包括支援センターからは介護保険制度の説明と、

利用に向けた支援をしていただきました｡後見人の支援

により､施設入所ができ､お金の不安などの

けんりサポート

すいた 地域包括Aさん

心配ごとが少なくなりました。

グニミ塾
‐ ‐

一
（
、、
ロ

一
（
〆自分一人では家賃や公共料金が払えているか不安だった｡希望していた施設入

所も、どこに相談したらよいかわからなかった｡制度でサポートしてもらえると安心。 ′､こう、I

◎

Aさん

けんりサポートすいたと役割分担をしながらAさんのサポートができた。

関係機関が増え､チームで支援できるので心強い。

一一

Case-Z
域包括支援センター
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●母と2人暮らし。

●精神障がいで金銭管理が難しい｡サポートしてくれていた

母が高齢になり､いつまで支援してもらえるかわからない。

●母が不在の時に訪問販売の契約をしてしまったことがある。

Bさん母

けんりサポート

すいた ケアマネージャー 母からご相談があり､母のケアマネジヤーと

ともにご自宅に訪問しました。

成年後見制度を利用すれば､不要な契約の取

り消しができると説明を行ったところ、Bさんは

「成年後見制度を利用しながら自分らしく暮ら

したしりとおっしゃったので､成年後見制度利用

に向けて支援しました。

後見人の支援により、母の長期入院中でも

Bさんは安心して生活することができました。

Bさん

a

認知症や知的障がい、精神陣がいなどによって、日常生活において適切に判

断することが難しくなっている方などの権利の代弁・弁護を行い、制度やサー

ビスを利用することで、安心して暮らしを継続していけるよう、関係機関とと

もに支援していくことです。

権利擁護

支援とは

ノ■

■ 、

認知症や知的障がい、精神障がいなどによって､お金の管理（財産管理）や生

活に必要な契約手続き（身上保護）をする際に、ひとりで決めることに不安や

心配のある人をお手伝いする制度です。

成年後見

制度とは
』可

お気軽に
ご相談くださしp 権利擁護支援の相談

、
１
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けんりサポートすいた

朧 議
メール: kensapo@suisyakyo.or・jp

最寄ﾚﾉの地域包括支援センター、

障がい者相談支援センターでも
ご相談いただけます。
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地域福祉市民フォーラム

●日時:令和ﾌ年12月1フ曰(水)午後2時~午後4時
●場所:メイシアター1階集会室(吹田市泉町2-29-1）

●講師:西宮市社会福祉協議会副理事長 清水 明彦氏


